
ー
∨質か必本　　らたの訪　た少まずあま徴そ　反

○
こ
承
知
の
よ
う
に
、
今
年
二
〇
一
〇
年
は
、
日
本
が

韓
国
を
併
合
し
た
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
か
ら
百

年
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
韓
国
（
朝
鮮
の
方
々
）
と
原

町
の
関
わ
り
を
、
二
上
英
朗
さ
ん
（
作
家
・
郷
土
史
家
・

福
島
市
在
住
・
本
会
会
員
）
に
お
願
い
し
寄
稿
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
原
町
に
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
い
、
隠
さ

れ
た
歴
史
で
す
。
二
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

れパの　　あ烈
のチ皮あるな
日　ン肉あだ表

0け現
あでは
のあなィ

い
。
日
韓
関
係
史
を
淡
々
と
記
述
し
て

っ
た
。
兄
は
、
あ
の
と
き
彼
な
り
に
、
精
一
杯

を
投
げ
か
け
た
の
だ
と
思
い
知
っ
た
。
彼
ら
は

コ
経
営
者
の
韓
国
人
の
父
と
、
地
元
原
町
生
ま

本
人
の
母
と
の
間
に
原
町
で
生
ま
れ
て
原
町
で

育
ち
、
何
か
ら
何
ま
で
同
じ
感
覚
の
つ
も
り
で
い
た
若

者
が
、
国
籍
は
韓
国
。
そ
う
い
う
隣
人
が
い
る
こ
と
を

日
韓
併
合
百
年
と
原
町
の
歴
史
（
前
編
）

二
上
英
朗

具
体
的
に
そ
の
時
知
っ
た
。

私
の
デ
ビ
ュ
ー
作
　
「
原
町
無
線

ら携語父L O兄間数　0年し’んし主れ反戦間た若
らてたなだ義を戦のに暗い

の頃立しやだ言とも書こ詩
いれ薫二葉思あかそだち事、
生」歳をわるなはなr O母

・」∴∴∴iニー∵∵
ん齢たか戦ど日番人男原
でのの」後う本く　は子町

高
で
現
代
詩
の
授
業
を
し
て
　
塔
物
語
」
　
の
取
材
で
、
建
設
当
時

の
ク
ラ
ス
で
一
人
の

き遠か等二丈す文資目
たわそと挙る学格
のぬの応の　0のは

本
人
で
し

な

快

感

な

宣言票票差雲量栗だ
方う教理が、にの」よ
もと員由、こ浪テと　D
持思をが彼の漫ト音そ
つつ「分が詩派マつれ生
てたへか何人やだた　じ従
い　0こら故は象　0　0やが

に
多
く
の
朝
鮮
人
が
原
町
に
住
ん

で
い
て
、
土
工
と
し
て
働
い
た
こ

一一㌦∴∴∵∴∴し

工芸、・一㌧主立、、●∴
げ科ルたい員たエあ
る書のと　うをちピる
よを両い　〇やはソ少
」取方う　　り在1年
り　の彼　　こ日ドを
出言ら　め二をパ
つし語の　て世話チ
ててで「　やなしン
’「印囲　　つんたコ
手僕剛史　たでら店
渡がさ」　」す「の
し興れと　　と」そ裏
た味たい　弟とれに
0な国　う　　にいは家
日　　漏つ僕庭

と
を
知
っ
た
。
塔
が
解
体
さ
れ
た
昭
和
5

6
年
、
N
H
K

の
番
組
作
り
で
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
朝
鮮
人
問
題
を

扱
う
か
議
論
し
た
。
朝
鮮
人
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
だ

け
で
激
し
い
抗
議
が
左
か
ら
来
た
り
、
右
か
ら
は
脅
迫

が
来
る
こ
と
さ
え
あ
る
と
い
う
。
私
は
郷
愁
と
共
同
体

意
識
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ナ
リ
オ
に
し
た
か
っ
た
。
特

定
勢
力
の
た
め
に
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
、
朝
鮮
人

う
ん
ぬ
ん
は
省
い
た
。
け
れ
ど
も
建
設
に
当
た
っ
た
技

師
や
と
び
職
を
探
し
出
し
て
イ
ン
タ
ビ
ユ
1
す
る
と
、

マ
ス
コ
ミ
各
紙
の
記
者
も
群
が
っ
て
「
朝
鮮
人
は
い
た

か
」
と
、
全
員
が
集
中
質
問
す
る
の
で
、
ロ
を
揃
え
て

「
朝
鮮
人
は
い
な
か
っ
た
」
と
答
え
る
。

お
か
し
な
話
だ
。
土
工
と
し
て
働
い
た
佐
藤
啓
助
さ

ん
は
「
あ
の
頃
、
朝
鮮
の
方
は
原
町
に
は
た
く
さ
ん
お

り
ま
し
た
」
と
証
言
し
、
庶
民
は
正
直
に
事
実
を
述
べ

民
　
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
役
所
の
人
間
は
　
「
日
本
人

と‾だ

け
で
作
っ
た
」
　
と
い
う
。
朝
鮮
人
が
働
い
て
い
た

答
え
る
と
、
ま
ず
い
事
で
も

（
裏
面
に
つ
づ
く
）

○来年相和（8）繭相島市成人式。原町区鯵「ゆ仇惨っとjでは：30拘式。来年も懐別l冊子」を新

成人に配布し手す机こ一緒に配布し手せん机（同日鹿島区10：00開式、小高区14：00開式）



私
た
ち
の
知
ら
な
い
、
知
ら
±
れ
て
い
な
い
、
あ
え
て
知
ろ

う
と
し
な
い
、
も
う
走
れ
て
し
事
っ
た
鹿
町
の
歴
史
で
す
。

シ
ョ
ッ
ト
は
、

で
あ
っ
た
。

リ
ス
さ
れ
で
あ
重藤て供物かが　　月　つ帝　　に人隠　で
根博もでしら原前15て国今な」すなも‾「

るてトに文、あた、町年目「は牛つとのあ五そ

∴∴∵二㍗訂∴言‥黒一十∴∴∴一・、
じ　○れてまる伊親のち治巳」を韓雪単戦〇人あ

さ失併　語前やだ少
れい合　はのつつし
、百　は教ば午は

い
た
さ
。

よ
一年　そ育りヱ

の
赤
丸
印
が
つ
い
て
い
る
。

こい磨る短もに藤王伊
のち史彼銃な韓公は藤
原や藩はでく　太が十博
ノん識’射ハ子父歳文

町
駅
で
の
場
面
が
最
後
の
姿

（
次
号
に
続
き
ま
す
）

との韓殺ルは親　0と

国
で
は
英
雄
と
し
て
賞
賛

ズ
レ
と
し
て
典
型
的
な
例

孫
の
よ
う
な
麗
し
い
ツ
ー

さ　ど人代筆
れ

る
。
日
本
で
は
テ
ロ

ン
駅
で
独
立
運
動
家
安

質わ
で
あ
っ
た
。
そ
の
伊

の
保
護
者
と
い
っ

緒
に
特
別
野
馬
迫
を
現

服
を
着
た
か
わ
い
い
子

4
2
年
に
は
大
韓
帝
国
の
皇
太
子
英
親
王

寄
っ
て
い
る
。
た
だ
し
御
料
車
の
車
窓

た
。
韓
国
の
カ
レ
ン
ダ
ー

昭
和
2
0
年
に
日
本
の
敗

で　れをい
あ　ほ受た
る　　どけん
「たじ

明　救世や
治　治代な

43　的にい
年こ　」はか

で戦に　　タr O
はに大　　プ朝何
8　よ韓　1鮮故

あ
る
の
か
ゥ
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は

な
ご
や
か
に
進
行
し
、
気
心
が

通
じ
て
き
た
頃
合
を
見
計
ら
っ

て
再
び
同
じ
質
問
を
し
た
。
「

朝
鮮
人
は
い
ま
し
た
か
」
　
と
。

雰
囲
気
は
悪
く
な
か
っ
た
。
彼

ら
は
答
え
た
。

叩
阜
厨
溶
馨
）

半
場
者
の
窟

＜名歌＞「地図の上　朝鮮国に黒々と墨を塗りつつ　秋風を聞く」石川啄木
「壕跡に韓国二世たたずみて　『強制連行史』卒論にせんと」都築茂次郎
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◆◆◆「馳146裏面。「九条を守ろう・命の行進」の原町通過の絵がユニーク
で素敵なので、丸い小皿にして焼いてみます。リヤカーでのあの行動力に
感動しています。今の政権では平和憲法は遠ざかっていきそうです。会報
を読んで元気に過ごしたいです」◆◆◆「r九条を守ろう・命の行進」が原町通過
の様享はインターネットで紹介されていましたよ」◆◆◆「目礼146。サダム・フ
セインを裁判し死刑執行したのはイラク政府です。『アメリカカワセインを処
刑』は事実に則してはいない。中立の見方をするよう慎重な記述が欲し
い」◆◆◆「恥．148裏面。私には坂本龍馬の良さが分かりません。人々が

もてはやすほど、私は引いてし声います。」◆◆◆「ドラマF龍馬伝』など全
く興味はなく一度も見ていません」◆◆◆「仙148裏面。坂本龍馬を会報
でとりあげるのにふさわしいか、個人的に疑問を感じます。NHKドラマF龍
馬伝』の意図するもの、国民に刷り込もうとしているものは何でしょうか。
龍馬が明治時代に生きていたらせいぜい海軍大臣かなと想像します」◆◆
◆「10月の封書に印刷の井上ひさしに感心した。仙149裏面のタバコのピ
ースのこと、F瀧馬伝』の史実とドラマの比較などとても面白く、コピーし
てあちこちに配りました」◆◆◆「馳146の映画『氷雪の門』樺太の真岡の
女子電話交換手の一人は原町出身です。ご存知でしょうか。1974年の映
画完成の時、遺族がインタビューされたりして話題になりました」◆◆◆
「いつも「九条」と「はらまら」を交差させた内容で楽しみにしています」
▽▼ご意見ありがとうございます▼いろいろと反省しきりです（事務局）▼▽

りさ弓穿ち九条の会」事粍局連絡先

行
し
た
『
憲
法
小
冊
子
』
を
数
冊
買
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

○会長：平田慶華TELO244－24－1211
0事務局長：山崎健一〒975－0014甫相馬市原町区西町3－53－2TEL22－8631
○会計：井上由美TEL22－7511・FAX26－0892　0石田賢＝TEL22－4037

0早坂吉彦TEL22－0326　0番場恵子TEL22－0715

著キ長々呵ミ
太田緑子さん

鹿去

本県の医療・
福祉発展に
尽くす

○
郡
山
市
の
太
田
綜
合
病
院
名
誉
理
事
長
、
元
県
教
育
委
員
長
の
太
田
緑
子

さ
ん
は
十
月
二
十
二
日
、
九
十
五
歳
で
死
去
。
太
田
さ
ん
は
「
福
島
県
九
条
の

会
」
の
呼
び
か
け
人
代
表
で
「
憲
法
9
条
の
堅
持
」
を
熱
く
訴
え
、
講
演
会
で

は
「
遺
言
状
に
憲
法
九
条
を
守
れ
と
書
こ
う
か
」
と
笑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

○
今
年
二
月
、
映
画
「
い
の
号
の
山
河
」
を
ご
覧
に
な
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
小

高
の
浮
舟
文
化
会
館
に
お
出
で
に
な
ら
れ
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
す
．
〇
三
年
前
、
■

福
島
市
で
の
「
九
条
の
会
・
井
上
ひ
さ
し
講
演
会
」
の
時
は
、
私
た
ら
が
発

○この会報掲載用に、書栗岡・尖閣・北方領土同語啓と、金具の皆蝶の率直啓三意見を訳等せくだまい。


